
○　本校の概要 令和7年12月5日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

・先生は、忙しい中をスキルアップすることになり大変
ですね。頑張っていただきたいと思います。
・児童アンケートの「タブレット端末を使って調べたこと
をまとめ、発表することができる。」だけでは、「取り組
み内容」を網羅しているとはいえず、成果指標となるア
ンケート項目を増やしても良いのではないか。
・児童アンケートの結果から、教員のICT機器の活用
を促す取り組みは良いと思う。
・蒲田小学校における、「おおた未来づくり」を地域に
向けて発表（プレゼン）できるようになると良いと思う。
・あまりにも過大評価過ぎる。本来の情報技術を理解
できていない教員が多い中、この評価は正しいとは言
えない。この指針であれば、学力向上等児童の姿が
良いと評価に値しない。
・授業でタブレットの活用について、情報の収集、記
録、まとめ、発表、および学習のための道具として、児
童へ定着させる試みが少しずつ実を結んでいくことを
期待します。
・ホームページで公開されている「授業改善推進プラ
ン」が在校児童の保護者内にあまり知られていないよ
うに感じる。各家庭で学校との連携、協力を強化する
ため、学校が発信する情報の周知をより進めて欲しい
と思います。
・タブレット端末は、学童でも活用している様子が窺
え、こどもたちは使いこなしているように感じる。ICTの
活用は、大人の方が付いていくのが大変であるが、
ICTサポーターの活用も行い対応している様子が感じ
られる。
・「おおた未来づくり」は、実際に運営協議会で行って
もらった模擬授業から工夫が感じられ、学校の掲示で
もその授業の様子が感じられるものを拝見した。
・課題解決型の学習については、総合的な学習の時
間の情報を収集し、整理分析し、見いだした自らの考
えを発信していく様子が児童の姿から垣間見える。
・毎回学校運営委員会で出席しておりますが、校長・
副校長先生のこと細やかに学校の取り組み、児童た
ちが学校においての生活、勉強と熱心にお話してくだ
さり、良く出席するたびに、正直学校の内容、こどもた
ちの様子等、手に取るように説明してくださいます。先
生方も熱心にこどもたちと向き合っている姿勢に、特
に運動会等は、目に見える姿勢に心を打たれます。
・取組内容①③に関して、学校側が３・４と評価と児童
アンケートの肯定的評価の７４％の差が心配。教師の
独りよがりがあるのでは？何故昨年に比べて10％近く
減ったのか？その原因は、解明できたのでしょうか？
・タブレットの使用等は、これからの児童にとって必須
のものであることは理解できるが、児童にとって授業
には個人差があり、取り残された児童が一人でタブ
レットに向かうようなことがあってはならないと感じる。
・自ら考えることも必要であるが、学校という場におい
て、教師の全体を見守る目が益々必要であると思わ
れる。取組には妥当な評価であると思う。
・タブレット使用に関して、ICTに関しては、電子教科書
を用いる形は良いと思うが、こどもたちの使用法が少
しぎこちなく感じる。高学年（５年生等）は、遊びの以前
よりは減ったが、道具にしている子も見られ、逆に３年
生は、指示のあるタイミング以外積極的に使わない子
が多いのかなと感じた。（真偽はさておき・・・）実際大
学の調べ学習等では、自身のネットサーフィンで、アン
テナに触れた話題から始めるという形もごく一般的な
ため、リテラシーに気を配りつつ、自由に情報にアクセ
スする機会を作るというのもいいと思う。

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。
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２：
７０％
以上

〇 Ｃ 2

④課題解決型の授業や「おおたの未来づく
り」に取り組んでいる。
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１：
７０％
未満

Ｄ 0
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②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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３：
８０％
以上

Ｂ 8

学校関係者記入欄
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社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな
価値を創造する力の育成を図っている。

3

児童アンケート

「タブレット端末を
使って調べたことをま
とめ、発表することが
できる。」に肯定的に
回答した割合

Aそう思う
　38.7％
Bだいたいそう思う
　35.3％
Cあまり思わない
　19.2％
D思わない
　6.8％

肯定的意見
　74.0％
　前年比　ー9.9％

４：

９０％
以上

2

・「タブレット端末を使って調べたこと
をまとめ、発表することができる。」と
回答した児童は前年度比－９．９％の
７４％であった。本校では、ICT機器を
効果的に活用した授業の向上を目指
し、授業改善に取り組んできた。タブ
レットを用いた情報収集、整理・分
析、共有等の活用は、日常的である。
しかし、教員による指導力の差がある
ことも事実である。そこで有効な使い
方を全教員が指導できるように、ICT
サポーター制度を活用し、ICT機器の
活用を苦手とする教員をサポートする
回数をさらに増やし、組織的な体制を
構築していく。
・今年度から区立小学校の５年生と６
年生を対象に、区独自教科「おおた
の未来づくり」を開始した。本校の５年
生では地域の創生に、６年生ではも
のづくりを通して、実際に社会で活躍
されている企業や団体と協働しなが
ら課題を解決していく。今後も一連の
学習を通して、創造的な資質・能力の
育成を目指していく。
・課題解決型学習は、主に生活科や
総合的な学習の時間で実施してい
る。総合的な学習の時間は、主に課
題解決能力の育成を目指し、福祉、
環境、人権等の課題解決に向けて３
年生以上が年間５５時間取り組んで
いる。それぞれのテーマについて自ら
課題を設定し、情報を収集し、整理・
分析し、見出した自らの考えを発信し
ていく課題解決型の授業を実施して
いる。今後は全ての教員が自信を
もって取り組めるように新たに部会を
設定し、研修会を実施していく。

Ａ

令和７年度　大田区立蒲田小学校　自己評価　報告書

○大田区立蒲田小学校は、羽田空港に近く、外国籍の方々も暮らす地域として国際化が進んでいる。令和７年度、児童数は５３９名、教職員数５８名、通常学級18学級、特別支援学級(固定)３学級、日本語学級(通級)２学級を併設している。
○今年度、開校14６周年を迎えた伝統のある学校として、地域の方々に支えられ、保護者も学校に協力的である。
○今年度から学校と地域、保護者が協力してこどもたちのために教育環境を整え、「地域と共にある蒲田小学校」を目指し、コミュニティスクールとなった。
○平成15年度から、東京都教育委員会指定の人権尊重教育推進校として取り組んでおり、校内研究において各教科と人権課題、日常的な指導から人重教育を推進している。今年度はこれまでの取組をリーフレットにまとめて発表する。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：
９０％
以上

〇

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満
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 ・児童アンケート「先生は、いろいろ
工夫しながら授業をしている。」につ
いては、前年比+０．１％の９６．６％
の児童が肯定的に回答し、保護者
アンケート「教員は、指導方法を工
夫して授業やいろいろな活動を進め
ている。」についても、前年比+１．
２％の９６％が肯定的に評価をして
いた。学力の定着は、学校の重要な
課題であり、基礎的な学力を定着さ
せるためには一人ひとりの理解に応
じたきめ細かな指導が必要とされて
いる。学校では、児童の学習の様子
をよく見て、児童に合わせた指導の
工夫をしている。３年生以上の学年
で算数の授業で、３クラスを５展開
する「習熟度別少人数指導」や、毎
月「土曜補習教室」を行っている。さ
らに、学力の定着を図るために全学
年且つ各教科における「授業改善推
進プラン」（ホームページで公開）を
作成し、全学年・各教科で重点的に
取り組む内容と指導方法の改善を
行っている。
・「体力向上」については、 児童アン
ケート「運動をもっとしたい。」と前年
比−１．４％の８３．３％の児童が肯
定的に回答している。一方で、保護
者アンケート「お子さんはすすんで
運動に取り組んでいる。」の項目で
は、保護者の７７．５％の肯定的評
価が得られたが、昨年度と比較する
と２．５ポイント低下している。学校で
は、学期ごとに「持久走」「短縄」を取
り入れ、本校の課題である持久力や
敏捷性の育成と体力の向上を図っ
ている。今後も活動内容を工夫した
り、体育委員会が体力向上を目指し
た遊びを提供したりしながら、健や
かな体の育成を目指していく。

Ａ 8

・先生方の努力を評価します。
・児童・保護者アンケート共に、「A｝とする評価する方が多く、蒲
田小の取組みとしては、評価できる。
・体力向上について、今後の取り組みに期待したい。
・先生が工夫して授業をすれば良いのか？児童の学力向上に
つながっているかと見つめていないのでは？他校の児童と比較
することをしないと学力向上にはつながらない。他校の児童の
学力・体力の方が優っている点を見落としている。
・社会の変容によって、幼少期の基礎学力・教養についての考
え方も変化しているように感じる。社会の中で、生きるために最
低限必要な知識、情報処理能力、想像力、思考力、体力をより
注意深く育ててゆける環境作りを学校全体、全学年共通認識で
継続的に取り組んで欲しいと思います。
・学校公開や運営協議会での模擬授業を通じて、教職員の
方々が、児童が楽しんで学び、積極的に学習に取り組めるよう
な工夫がされていると思う。
・子どもが進んで運動に取り組むかは、その子自身の性格や嗜
好によっても異なるため、肯定的な回答が減少したことが必ず
しも評価に直結するものではない気がします。積極的に運動に
取り組むことを望む保護者もいれば、子の性格や嗜好を理解
し、「自分のタイミングで体を動かす楽しさを感じてもらえば。」と
思う保護者の方も一定いるのではないかと思います。そういっ
たきっかけづくりの取り組みは、様々な場所で設けられているよ
うに感じます。
・読書力が落ちているのでは、と感じることがある。AI時代にな
ればこそ、読書の楽しさを感じられるような児童に育って欲し
い。
・道徳は全ての基礎となるので、先生方の取り組みは、素晴ら
しいと思う。運動面は、もう少し体力向上につなげる努力が必要
と思われる。
・授業の様子を見ていても、先生方の工夫の形が良く見て取れ
る上、こどもたちも、「○〇先生の授業だ！」と好意的な覚え方
をしているため、良いと思う。
・個人的な意見だが、中学からは教科担任制で教科ごとに変わ
る関係で、「先生毎の好み」が成績に良くも悪くも直結していると
感じることが多かった。対して小学校では、図工や音楽以外の
主要な教科を「担任の先生」がもっていることが多いと思う。そ
のため、あまり教科毎の「新鮮味」が感じにくく、学習に身が入
らないこどももいるのではないかと思った。現在見ている３年生
では、五課のうち算・社・外は、専科、国・理の２科が担任でもっ
ているので、片方を印象的なギミックをもたせ、差別化してみる
というのも有りかもしれない。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

3

Ｂ 3

Ｃ 0

3

Ｄ 0
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

3

児童アンケート

「先生は、いろいろ工
夫しながら授業をして
いる。」

Aそう思う
　76.3％
Bだいたいそう思う
　20.3％
Cあまり思わない
　2.4％
D思わない
　1.1％
肯定的意見
　96.6％
　前年比　＋0.1％

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

Ｄ 0
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・東京都の人権尊重教育推進校の指
定を平成15年度より受け、人権教育
を充実させてきた。今年度も、みんな
で楽しい学校生活を創るためにはど
うしたらよいか、学級活動を中心によ
り良い集団作りに全学級で取り組ん
できた。児童アンケート 「友達と仲良
くしている」については、昨年度より
０．８％向上し、児童の９６％が肯定
的に回答している。また、保護者アン
ケート「お子さんのおもいやりの心や
協力して生活しようとする姿勢が育っ
てきている。」も９６．７％が肯定的に
回答しており、こどもたちが協力して
学校生活を過ごしていることが分か
る。今後もいろいろな人と交流する体
験的な学習を通して、人権の知識だ
けではなく、人権が守られ実現されて
いる状態を望ましいものと感じる人権
感覚も育成していく。そして、人権が
守られていない状態を許せないと感
じ、具体的な行動や態度をとることが
できるよう、指導を継続していく。
・今年度より低学年の大田区外国語
活動が１７時間増えた。外国語教育
指導員を効果的に活用するために、
外国語の時間講師が配置されていな
い低学年を中心に毎時間の授業細案
を作成した。その細案を基に担任主
導で展開していくことで効果的な活用
を図っていく。

Ａ 7

・朝遊びで、児童を見ていると、学年に捉われず仲
良く遊んでいます。とても心温まる光景です。
・児童アンケート、保護者アンケートの結果から、蒲
田小学校の人権教育の取組みは評価できる。
・外国語教育の指導員の活用も期待したい。
・児童の英語力が身に付いているとの評価はつな
がらない。アンケートが実態ではない点を見つめ直
す必要がある。
・コロナ禍の収束にともない、様々な国にルーツを
持つ児童も増えてきているようです。校内では言葉
に不安のある外国にルーツのある児童に対して同
級生が通訳したり、配慮をしたりする様子をよく目
にします。多様性のある環境をより教育へ活かせ
るよう、引き続き細やかかつダイナミックな指導を
期待します。
・なかなか学級活動の様子を見ることはないが、学
級活動でやったことを楽しそうに話す児童の様子が
あるので、仲良く楽しく過ごせているように感じる。
深刻で、陰湿ないじめ等が多くあるように感じられ
ない。
・外国語活動は「外国語」の授業で歌った唄を口ず
さんだり、先生の名前が口から出たりと、外国語活
動が浸透しているように感じる。
・人権尊重教育に取り組んでいる学校の姿はとても
良く行われていると思う。
・外国語活動が17時間増えたことは評価に値する
と思う。さらに増えると良いと思う。特にヒアリング
能力を高める活動に力を入れては！！
・英語教育の取り組みは、今年度から開始のため、
具体的な評価は来年度以降に可能だと思う。
・伝統や文化教育に関する記述が見て取れないた
め、妥当かと問われると、そうでないと感じる。
・社会科３年生の授業では、大田区の商業や文
化、発展に関するものを取り扱っており、こどもたち
もかなり楽しそうに受けているように思うので、そう
いった点はとても良いと思う。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

3

３：
８０％
以上

Ｂ 4

Ｃ 1

④人権教育を推進することで、こどもたちが
他者を尊重しようとする意識が高まってい
る。

１：
７０％
未満

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

3

保護者アンケート

「お子さんのおもいや
りの心や協力して生
活しようとする姿勢が
育ってきている。」

Aそう思う
　53.0％
Bだいたいそう思う
　43.7％
Cあまり思わない
　2.6％
D思わない
　0.7％
肯定的意見
　96.7％
　前年比　ー0.7％

４：
９０％
以上

〇

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

3

２：
７０％
以上

3



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回答
した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未満
であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

・これからも一層の努力をお願いします。
・教員の回答と児童アンケート・保護者アンケートの結
果の乖離が見られる。ただ、蒲田小の取組みを続け
ていくことで、児童アンケート、保護者アンケートの結
果も良くなると思われる。
・教員の自己評価が高くし過ぎです。
・教員の自己評価が高過ぎるだと示しているのではな
いですか？児童アンケートとの差異を見直してくださ
い。
・学校の内外での児童間でのいじめへの対応が難し
いことも多くあると思いますが、見落とさず、適切に、
柔軟に行って欲しいと思います。それとともに、善悪の
基準を全校で共有できるように指導を徹底して欲しい
と思います。いずれ社会で活躍するこどもたちのため
に、秩序を守ることを大切にする心を育ててください。
・児童からのたくさんの相談に対応するのは、大変だ
なと日々感じております。また、核家族化の影響から、
家庭に困り事を相談できる相手（祖父母、親族等）が
少なく学校等に相談が多くなる傾向はあるのかと想像
します。スクールカウンセラーとの連携もあると思いま
すが、その相談に対応しなければならない教職員方
の勤務負担、精神的負担が心配です。
・困りごとや不安を声に出せない児童に、どう対応す
るか-ここに学校力・教師力が試されるのではないか、
大変難しい課題だが、100％を目指して欲しい。
・いじめ防止対策は、まだ足りない部分があるかと思
うが、基本優しい子たちなので、先生方の目で素早い
対応ができると信じる。多様性を尊重しつつ、支え合
い、支援が必要な子も安心して学べるように地域でも
見守っていきたいと思う。
・学校において普通学級と特別支援学級があること
も、お互いにプラスであると信じる。
・授業中暴れてしまう子や立ち歩きをしてしまう子につ
いて、時折り喧嘩や怒られたのが原因で押し黙ってし
まうときがある。そういった子も他の先生が話を聞くこ
とで、復帰できる場合も何度か見ているため、「相談で
きる大人」というところは、かなり機能しているのかなと
思う。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

３：
８０％
以上

Ｂ 5

Ｃ

④教育相談機能が充実するよう、学年や学
団等、組織的に対応している。 Ｄ 0

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

4

児童アンケート

「困りごとや不安を
先生や学校にいる
大人に相談でき
る。」

Aそう思う
　42.9％
Bだいたいそう思う
　36.3％
Cあまり思わない
　13.9％
D思わない
　6.8％
肯定的意見
　79.2％
　前年比　＋1.0％

４：
９０％
以上

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。

4

２：
７０％
以上

〇

4

・先生方の努力を評価します。
・児童アンケート、保護者アンケート共に、高い評
価になっており、校内研究等のOJTの充実といった
蒲田小の取組みが評価できる。
・授業の内容が良く分かるのであれば、学力評価
が上がっていないのは、・・・。完全な状態は無いま
でも、評価を高くし過ぎです。
・教員アンケートの回答から、今よりもさらなる改善
の見込みがあると感じている先生方がいることに希
望を覚えます。児童の様子を見ていても、昨年度よ
りも明るくなったように感じます。先生方、職員の皆
様のいつも明るく前向きな様子が、児童の健全な
成長へもつながっていると思います。
・教員の指導力の向上には、年次研修や校内OJT
等により授業の質の向上することの評価・結果に
なっていると思う。また、児童が楽しく通えるよう、
「チャレンジ教室」の設置を行う等の工夫も感じられ
ており、こどもたちに寄り添っていると思います。
・児童にとって「教師こそ最大の教育環境」と言わ
れる。教師の成長が、児童の成長につながると思
われる。その意味で、教師力の向上を今後も続け
て欲しい。
・蒲田小の児童は、多くの子が大変優しく、友達を
助けることができていると思う。先生方の御指導が
適切であるからできるのではないかと感じる。
・児童のことをよく見ているというのは、傍目に見て
も分かるほどよく見ていると思う。声かけ等をしてい
る場面を良く見るので、とても良い方にいっている
なと感じる。

④こどもたちが楽しく登校できるよう、元気
に接したり、寄り添ったりしている。

１：
７０％
未満

Ｄ 0

4

・児童の９２．１％が「授業の内容
はよく分かる」に肯定的に回答し
ていた。これは昨年度よりも０．９
ポイント上昇している。保護者アン
ケート「こどもたちにとって、授業
の内容がわかりやすいものになっ
ている。」でも、昨年度より０．２ポ
イント高い９４．６％の肯定的回答
をいただいた。本校では、校内の
指導教諭の授業参観、年次研修、
校内OJT等により、日々授業力の
向上に励んでいる。

・一人ひとりの可能性を引き出し、
こどもたちが楽しく登校できるよう
にするためには、児童理解に基づ
いた指導力の向上も大切であると
考えている。児童アンケート「先生
は、あなたのよいところを認めてく
れている。」については、前年比+
１．７％の９１．３％、同様の保護
者アンケートでも前年比+２％の９
７．３％が肯定的な評価をしてい
る。学校生活における様々な活動
の中で、取組への成果に対して言
葉がけをしたり、提出物へ励まし
のメッセージを記入したり等、児童
一人ひとりに応じた対応が必要と
考えている。これからも日々の小
さな成長を見逃さず、こどもたちに
温かい言葉がけをし、児童理解を
深めていく。

２：
７０％
以上

4

Ｃ

8

2

・保護者アンケート「こどもや保護
者が相談できる学校になってい
る。」について、９５．８％が肯定的
な評価をしており、昨年度より８ポ
イント上昇した。対して同様の児童
アンケート「困りごとや不安を先生
や学校にいる大人に相談でき
る。」では前年比+１％であるもの
の、７９．２％と８割を下回った評
価であった。毎年６月と１１月に、
児童の学校生活における悩みや
学級満足度等を早期に発見する
ための学級集団調査（hyper-QU）
を実施している。また、児童の心
理的状況を把握するため、定期的
な学校生活アンケートも実施し、
児童一人ひとりの理解を深め、い
つもで相談に応じる姿勢を示し、
信頼関係を築いて安心して学校
生活が送れるようにしていく。
・いじめへの組織的な取組をして
いる教員は１００％である。いじめ
の未然防止のための学級指導や
早期発見に努め、いじめが発見さ
れた場合にはいじめ防止対策委
員会を開いて対応について検討
し、全校で共有して対応した。年度
初めにおける教員への研修を強
化し、これからも全教員が対応で
きるようにする。

１：
７０％
未満

Ａ 3

0

3

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

3

３：
８０％
以上

Ｂ 3

Ａ

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

3

保護者アンケート

「こどもたちにとっ
て、授業の内容が
わかりやすいもの
になっている。」

Aそう思う
　49.0％
Bだいたいそう思う
　45.6％
Cあまり思わない
　4.0％
D思わない
　1.3％
肯定的意見
　94.6％
　前年比　＋0.2％

４：
９０％
以上

〇

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

3



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であっ
た。

４：
９０％
以上

〇
３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

４：
９０％
以上

〇

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

4

・児童アンケート「蒲田小学校の特色
を話すことができる。」については、前
年比+０．１％の８１．８％、同様の保
護者アンケート「学校は地域・保護者
と連携して、特色ある教育活動を実
施している。」では前年比+７．４％の
９２．６％から肯定的な評価を得た。
今年度より５・６年生ではおおたの未
来づくりが開始され、地域や社会と協
働した活動が増え、また学校運営協
議会による学校運営が開始されたこ
と等の成果もあり、保護者評価につ
いては昨年度よりも７．４ポイント上昇
した。これからも、こどもたちの学校生
活が安全かつ充実し、誇りに思えるよ
うな学校となるように、学校とPTA、地
域が協働して取り組んでいく。コミュニ
ティ・スクールとして、学校運営に保
護者や地域の皆様の意見をこれまで
以上に反映させるとともに、学校・保
護者・地域が互恵的な連携関係を構
築し、保護者・地域と共にこどもたち
を育てる コミュニティ・スクール蒲田
の実現に努めていく。

・地域の我々も一緒になって考えさせていただきます。
・保護者アンケートは、高い評価であるにもかかわらず、
児童のアンケートの評価が少し低い。蒲田小の取組み
を引き続き行っていくことで、アンケートの結果も良くなる
と思う。
・学校は地域とのつながりを過大に評価し過ぎている。
密接な関係を築けていないのであれば、〇とはならな
い。
・「おおた未来づくり」への取り組みに期待しています。
学校の目指す目標を保護者や地域がサポートすること
で実現して、児童の教育環境がよりよく発展することを
願います。
・蒲田小学校を取り囲む環境は、人的にも、歴史的にも
豊かであると思います。相互が前向きに連帯すること
で、児童がより多様な人々や物事に触れる機会が増え
ることを期待します。
・蒲田小は、「朝遊び」「わくわくスクール」「チャレンジ教
室」等、地域の方や学校支援地域本部と協力して、多く
の特長的な取り組みがされていると感じます。それを児
童・保護者ともに感じられていることは、学校の評価で
はあるが、地域を守る一員として、嬉しく感じます。ま
た、講演会や学習会は、学校公開時に、地域の方や保
護者に向けた公開講座があり、毎年充実したv内容の講
演がされているので、保護者の方がもっと参加してくれ
ると良いなと感じています。
・CS活動を通し、さらに地域とのつながりが強化してい
きたい。
・学校とPTAのの連携は、とてもスムーズに行われてよ
い。地域も学校に対してできる限り協力する姿勢でとて
も良いと思う。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

3
②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
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地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
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と
し
て
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学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

保護者アンケート

「学校は地域・保護
者と連携して、特色
ある教育活動を実
施している。」
Aそう思う
　45.3％
Bだいたいそう思う
　47.3％
Cあまり思わない
　5.4％
D思わない
　2.0％
肯定的意見
　92.6％
　前年比　＋7.4％

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

3

・地域の我々も一緒になって考えさせていただきま
す。
・児童アンケート、保護者アンケート共に、高い評価と
なっており、蒲田小の取組みを評価できる。
・教職員を客観的に見ることができる体制を常に実行
してください。
・児童にとって、学校が安心できる場所であるというこ
とに安堵します。今後も校内の安全確保にご尽力くだ
さい。
・安心・安全に対する日常的な取り組みは、保護者等
で感じ、実感しにくい部分だと思います。それでも、肯
定的評価が、＋7.4％ということは、保護者が実感しや
すいような取り組み、発信がなされていることだと思い
ます。
・地域での防災訓練に保護者と一緒に参加できるよう
に促して欲しい。
・学校で安心して学習できる環境は、充分足りている
と思う。しかし、先生・児童共に避難訓練を行っている
が、土地柄危機感はあまり無いような気がする。
・児童アンケートの否定的意見について、仔細を深く
掘り下げていくことが、大切なのかと思う。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携
しながら進めている。

3

児童アンケート

「学校で安心・安全
に過ごすことができ
ている。」

Aそう思う
　63.7％
Bだいたいそう思う
　28.8％
Cあまり思わない
　5.3％
D思わない
　2.1％
肯定的意見
　92.5％
　前年比　＋2.8％

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
未満

4

・児童アンケート「学校で安心・安全に
過ごすことができている。」について
は、前年比+２．８％の９２．５％、同様
の保護者アンケート「学校は安心・安
全な学習環境づくりを進めている。」
では前年比+７．４％の９８．７％が肯
定的な評価をしている。学校では、毎
月の避難訓練に加えて、全教職員に
よる校内の安全点検も月一回実施
し、早期発見・早期修繕を行い、こど
もたちが安全に過ごせるようにしてい
る。また、学校生活や子供のことにつ
いて、保護者会や個人面談だけでな
く、随時相談に応じるようにしている。
さらに担任だけでなく、学年主任や他
の教職員、管理職等誰にでも相談で
きる体制を構築している。今後も、ソ
フトとハードの面から安心・安全な教
育環境を整えていく。

Ａ

個
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造
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空
間
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学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。
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